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１．これまでの意見を踏まえた導入機能（案）の検討
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•令和５年度第2回推進会議及び高校生ワークショップの意見を踏まえ、観光案内施設の導入機能（案）を以下に示す。

【第2回推進会議での意見】
■観光情報発信機能について
〇事例にあった黒板に地図を描いた広域観光マップが、牧歌的なイメージに繋がっていいと思う。
〇観光パンフレットは、紙媒体やQRコードを併せて設置する必要がある。お金がかかる為、電子案内板までは不要。
〇八雲町と熊石地域の場所が分かる地図とそれぞれのパンフレットを設置するとともに、八雲町の物産を並べられると良い。
■物販機能について
〇自動販売機は、観光客利用ではなく、町民利用を想定して設置してはどうか。
〇新幹線の車内販売がなくなったので、必要最低限のものを購入できる自動販売機を設置してほしい。
〇木彫り熊や手作り行燈キットを作っている方がいるので、自動販売機や無人販売で売れると良い。

【高校生ワークショップでの意見】
■観光情報発信機能について
〇八雲町のまちなか周遊を促すために、観光マップの設置やスタンプラリーの実施をしてはどうか。
〇地元産業体験や牛の乳しぼり体験、ピザづくり等の体験プログラムの受付窓口を設置してはどうか。
■物販機能について
〇新駅のデザインコンセプトに合うよう、水産品ではなく、乳製品やお肉等を買える物販機能があると良い。
〇八雲町のおいしい食べ物（例:まるみのザンギや冷凍ケーキ）を購入できる自動販売機を設置することで、人手不足の解消にも繋
がるのではないか。

〇八雲町の野菜、八雲せんべい、八雲町限定の品々で観光客を呼び込めないか。
■その他
〇木彫り熊の博物館や体験コーナー（オリジナルの木彫り熊を製作できる体験）を駅舎内に設置してはどうか。
〇電動キックボードを置いてはどうか。安価なバスやタクシーの利用による周遊等をしたらどうか。

【観光案内施設の導入機能（案）】

■観光情報発信機能:広域観光マップと観光パンフレット、電動キックボード・タクシー等の交通案内を設置。
観光パンフレットは、とQRコードも併せて設置。
電子案内板は不要。

■物販機能 :駅利用者が必要最低限のもの（飲み物やお菓子、パン等）を購入できる自動販売機を設置。
八雲町及び近隣自治体の特産品を購入できる物販機能の検討。

■ギャラリー機能 :木彫り熊の展示コーナーの設置や木彫り熊や手作り行燈のキットを購入できる方法の検討。
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２．配置イメージの検討
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【観光案内施設の導入機能（案）の配置イメージ】

■観光情報発信機能:広域観光マップと観光パンフレットを設置。観光パンフレットは、とQRコードも併せて設置。 ⇒駅舎内に設置

■物販機能 :駅利用者が必要最低限のもの（飲み物やお菓子、パン等）を購入できる自動販売機を設置。 ⇒駅舎内に設置
八雲町及び近隣自治体の特産品を購入できる物販機能の検討。 ⇒農業関連施設に設置（別紙で検討）

■ギャラリー機能 :木彫り熊の展示コーナーの設置の検討。 ⇒駅舎内に設置
木彫り熊や手作り行燈のキットを購入できる方法の検討。 ⇒農業関連施設に設置（別紙で検討）

導入機能の配置イメージ
※駅舎内の配置については、今後、JR北海道、鉄道・運輸機構、八雲町の３者での協議が必要。※駅舎内のレイアウトは協議中のため、変更となる場合がある。
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